
基本事務事業名：多様な働き方ができる環境の整備
 

 1/４

平成13 年度当初予算 基本事務事業目的評価表

[基本事務事業名] （１０２）多様な働き方ができる環境の整備

[評価年月日] 平成１２年１１月 日

[主担当部課名] 生活部雇用支援課

[記入課名・課長名・電話] 雇用支援課長 横山清 ２４６１

1 総合計画の政策体系上の位置づけ

政策：（Ⅳ―４）充実した職業生活の推進

施策：（ １ ）働く場の確保と勤労者生活の支援

総合計画の目標項目：

波及効果・副次的効果を及ぼすと考えられる施策：

２ 基本事務事業を巡る環境変化（過去、現状、将来）

  平成１１年度のパート求職者は平成６年度のそれと比べると、５２．９％の大幅な増加となり、
そして、パート求人数も５３．２％の増加となっており、求職者、求人者ともにニーズの多様化が

見られる。

  今後も、短時間就労、短期就労等を希望する女性や高年齢者等が増加するものと予想され、また、
求人企業においては、人件費も安く柔軟な雇用形態であるパート社員等の需要が今後も増加するも

のと予想される。（ますます、多様化したライフスタイルが普及していくものと思われる。）

   

３ 基本事務事業の目的と成果

3-(1) 対象と意図（何をどういう状態にしたいのか）

  ライフスタイルの変化、就業意識の変化等に伴い、女性の職場進出は年々増加している。その増

加する女性労働力の労働市場への円滑な参入を促進するとともに、その再就職を支援する。

  そのために、女性を中心としたパート労働希望者が、三重労働局及び県内公共職業安定所とタイ

アップをしたパート相談センターにおいて、求人情報やパートタイム労働に関する情報提供を受け、

ニーズに応じた就労ができるようにする。

  また、勤労者の多様化したライフスタイルに対応するために、地域の勤労者福祉施設の有効活用

を検討し、勤労意欲の向上を図る。

   

3-(2) 成果指標名・成果指標式（総合計画の目標項目には＊を付す）

② 変更した場合の成果指標名・成果指標式

求職等来室者数、求職者等相談件数

3-(3) 設定した成果指標に関する説明（指標動向に影響する要因、指標の有用性、設定の理由など）

  職業紹介は国の業務として行うものであるため、成果指標を職業相談に関係するものとした。な

お、この指標は景気動向に大きく影響されるところがある。

3-(4) 結果（施策における2010年度の目標）

  

４ 基本事務事業の評価

４-(1) 前年度（H11年度）における基本事務事業の結果評価

①前年度に行った内容と成果

  パート求職者に対する職業相談と職業紹介を行った。



基本事務事業名：多様な働き方ができる環境の整備
 

 2/４

  平成１１年度  新規求職者数３４，３００人、職業紹介件数２１，８１３件
就職件数７，４４１件、就職率６．６％

  また、県内４０の勤労者福祉施設のうち、３６施設において、施設運営協議会を設置した。
②前年度に残った課題

  厳しい雇用失業情報の中で、パート求人についても労働条件が悪くなっており、就職に結びつか
ない場合も多くなっている。また、雇用の調整弁となってしまうこともある。

  勤労者福祉施設４０ヶ所のうち、施設運営協議会未設置施設として４施設が残った。

４-(２) 本年度（H12年度）における基本事務事業の見込み評価

①本年度行っている内容と本年度終了時に見込まれる成果

  三重労働局及び県内公共職業安定所とタイアップし（公共職業安定所職員による巡回相談等）、
パート求職者に対し、積極的な求職情報の提供や職業相談を行い、ひとりでも多くの県民がライフ

スタイルに沿った就職をし、安定した生活が送れるようにする。

  また、勤労者福祉施設の有効活用を検討し、勤労者の生活支援も併せて図る。
②本年度残ると思われる課題

  三重労働局及び県内公共職業安定所と緊密な連携を取りながら、雇用の調整弁とならないかつミ
スマッチが生じない良質なパート求人情報の確保が必要である。

５ 基本事務事業の改革方向

  現在、県が設置しているパート相談センター（松阪市、鳥羽市）は、国のパートバンク、パート
サテライトの職業相談サービスの提供が受けられない地域に設置しているが、これらの地域は国の

サービスが受けられない地域となっている。このため、県民サービスの公平性を図る観点からも、

この両地域（松阪市、鳥羽市）でサービスを提供することは、この地域での雇用のセーフティネッ

トとして機能し、地域社会の安定につながるものである。

  また、勤労者福祉施設の有効活用を考えることは、施設の遊休化を防止するだけでなく、真に地
域の勤労者の生活支援（生きがい）や勤労意欲の向上につながる。

６ 成果指標値及びコスト等の推移

成果指標値 予算額等（千円）

目 標 実 績

総合計画

目標数値 所要時間（時間）

必要概算

コスト（千円）

前々年度

（Ｈ10年度）

ａ４，４４２

ｂ   ― ０

１３，７１６前年度

（Ｈ11年度）

ａ４，９５８

ｂ   ―
０

１３，７１６

９，３９５本年度

（Ｈ12年度）

平成１３年４

月数値化予定 ３００

１０，６５２

本年度補正後

（Ｈ12年度）

８，９１４翌年度

（Ｈ13年度）  ――― ３００

１０，１７１

計画目標年次

（Ｈ22年度）    ―――
――― ―――

※ａ：求職等来室者数、ｂ：求職者等相談件数



基本事務事業名：多様な働き方ができる環境の整備
 

 3/４

・ パート相談センター運営費→

・三重県勤労者福祉施設協議会負担金→

７ 翌年度（Ｈ１２年度）の基本事務事業における事務事業戦略プランシート(PPM : Project Portfolio Matrix)
＜必要概算コスト： ☆５億円以上 ◎～１億円 ◇～５千万 △～１千万 ・１千万未満 ＊休止・廃止＞

基本事務事業の成果向上への貢献度合

直接的に貢献する

 

間接的に貢献する

貢献度合の考慮外

～活動基盤となる

事務事業など

  

即効性（２年以下） 中期的（２年～５年）        長期的（５年以上）
効果発現までの期間

※ 各事務事業名の右に付した矢印は、それぞれの事務事業に対する力の入れ具合である「注力」の変化の方向を表している。
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８ 基本事務事業を構成する事務事業の詳細

※ 新規事務事業には、事務事業名に（新）を付す

事務事業名

（担当課）
成果指標名 事務事業の概要

13年度

予算額
（千円）

予算額

前年度比
（±千円）

13年度

所要時間
（時間）

所要時間

前年度比
（±時間）

パート相談センター運

営費（雇用支援課）

・求職等来室者数

・ 求職者等相談件

数

パート相談センターにおいて、公共職業安定所の巡回相

談を含め、パート就職希望者のための、就職支援、職業

上の悩み事等の相談援助、パート労働法等の周知啓発を

行う。

8,414 －481 290 ±０

三重県勤労者福祉施設

協議会負担金（雇用支

援課）

・運営協議会設置

数

勤労者福祉施設の政策目的に沿った積極的運営を図るた

めに、（社）三重県勤労者福祉施設協議会の行う有効活

用に関する調査研究指導、施設修繕要望の取りまとめ、

安全点検等の事業に対する負担金の交付を行う。

50 ±0 10 +10


